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病院の理念

職員が働きたい、働いてよかった、患者さんがかかりたい、かかってよかった

地域が在って欲しい、在るので安心といえる医療をおこなう
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脊椎脊髄センター長・整形外科医
湯浅将人医師による手術の様子



新年のご挨拶
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副院長・診療技術部長 東 宏一郎
昨年は、新型コロナウイルス感染症拡大でしばらく行えていなかった地中海料理教室を2回開催

することができました。引き続き、病院におかかりいただいている皆様はもちろん、地域の皆様の
健康維持・増進にも役立てる病院として、食事・運動に関する情報発信を継続していきたいと考え
ています。本年も精一杯頑張りますので、ご指導・ご支援をなにとぞよろしくお願いいたします。

看護部長 佐藤 松子
新年明けましておめでとうございます。昨年度は、看護の専門性を高める為の研修に数名が参
加しました。外部の研修に半年～1年間参加し試験に合格して資格を得ます。種類は、感染管理
認定看護師、脳卒中リハビリテーション認定看護師、特定行為看護師、看護管理認定看護師等
です。専門的な知識・技術で外来から手術室、病棟までの看護の質の更なる向上を目指してまい
りますので、本年も、ご指導ご支援を宜しくお願い致します。

事務長 阿部 哲晴
新年あけましておめでとうございます。昨年は肥満症診療や耳鼻科手術、運動教室を新たに始
め、毎年恒例の夏休み子ども医療体験や、看護の日・敬老の日の講演会も行いました。外来患者
さんや手術件数も増え、地域の皆様からますます必要とされていると実感した一年でした。地域連
携の会には多くの医療機関の皆様が参加くださり、支え合う関係が広がっています。
本年も、安心して通える病院を目指してまいります。

副院長・診療部長 栗原 直人
明けましておめでとうございます。昨年、当院は急性期病院として多くの救急搬送患者を受け入
れ、特に脳卒中対策としてSCU （脳卒中集中治療室）を開設しました。手術件数・内視鏡件数・検
診の増加、また、糖尿病外来に加え肥満外来の拡充を行いました。各診療科は最新の医療を提
供するために日々努力し、地域に密着した診療を行いました。本年も皆様の健康維持、病気の適
切な診断、治療に向けて頑張りますので、ご指導よろしくお願いいたします。

理事長・院長 柳川 達生

新年あけましておめでとうございます。
昨年は地域の皆様に支えられ 、当院は着実に成長を遂げることができ
ました。これもひとえに、地域の皆様の温かいご理解とご協力の賜物で
す。私たちの目指すものは、単に医療を提供するだけでなく、地域全体
の健康を支え、共に成長することです。地域に密着した医療をさらに発
展させ、皆様のご期待に応えるべく、今後も職員一同、全力で努力して
まいります。引き続き、皆様のご支援とご協力を賜りますよう、お願い申
し上げます。



MQI推進委員会 副委員長 東 宏一郎
2025年（令和7年）12月6日、第30回医療の質向上（MQI）活動発表大会が開催されました。今年のテ
ーマは「新たな挑戦への一歩を共に踏み出そう」。コロナ禍から続くWebハイブリッド形式で、外部参加
者52名を含む237名が参加。過去3年間で最多の7つの部署が発表を行い、いずれのテーマも業務改
善や患者さんの満足度向上につながる素晴らしい取り組みで、活発な質疑応答が行われました。
特別講演では、柳川達生院長が「MQI30年の歩みとこれから-質改善の力で病院を発展へ‐」のテーマ
で、MQIの紆余曲折・苦労話を含めてこれまでのMQI活動の歩みをお話しされました。コロナ禍におけ
る危機管理において、MQI活動で培われた文化がいかに役立ったか、さらに今後10年、20年を見据え
MQI活動への期待、MQIを基盤とした改善文化の更なる進化、ひいては地域に必要とされる病院を目
指す展望をお話しされました。審査の結果は、大接戦でしたが、最優秀賞は薬剤科チーム「肥満症治
療にチームで取り組む」、優秀賞は内視鏡チーム「経鼻内視鏡検査の苦痛軽減を目指す」が受賞しま
した。

第30回医療の質向上（MQI）活動
発表大会
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柳川理事長・院長による特別講演
「MQI30年の歩みとこれから-質改

善の力で病院を発展へ-」

最優秀賞「肥満症治療に
チームで取り組む」を発表

した薬剤科チーム

表彰されたチーム代表者と
審査員の皆さん
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敬老の日講演会

練馬地域連携の会を開催して
2025年（令和7年）11月18日（火）「第19回 練馬地域連携の会」を開催しました。
現地参加、Web参加を含め総勢200名以上の参加申込みをいただきました。第一部では、各診療科
科長より診療実績、対応疾患、医師の紹介をしました。迅速な対応、丁寧な診察を心がけて診療を行
っていることを熱心に説明しました。
第二部では、新規開設した肥満外来、脳卒中集中治療室の紹介をしました。①肥満外来：肥満症は
体質であり、多岐にわたる合併症の原因となるため、早期治療が大切です。その中でも特に、栄養療
法・運動療法は重要であり、その効果を説明しました。月～金、AM/PMいずれも受診可能です。②脳
卒中集中治療室開設：脳卒中患者の受入れ数が急増したため、治療水準の向上を目指し、開設しま
した。対象疾患は急性期脳梗塞、脳出血、くも膜下出血であり、原則24時間365日、脳神経外科医が
当直をします。また、救急隊・地域の先生方のために、脳卒中ホットラインを創設しました。

事後アンケートでは、「診療を断らない熱い魂を感じた。」「地域医療の貢献のため、積極的に新しい
取り組みをされており、感銘した。」という声が寄せられました。今後も病診連携、病病連携を強化し、
地域医療に貢献できるよう努力してまいります。 （文責 地域連携室 栗原、神村） 

地域連携の会

2025年（令和7年）9月16日（火）、ココネリホールにて「敬老の日講演会」を開催しました。
今年のテーマは「皮フから心身の健康を考える」で、当院皮膚科の八代聖医師をはじめ、看護師や
薬剤師が講演とパネルディスカッションを行いました。 講演では、八代医師による「皮フから心身の健
康を考える」、中川看護師による「フットケア～自分の足で歩き続けるために～」、森薬剤師による「外
用薬の上手な使い方」など、生活に役立つ内容が紹介されました。続くパネルディスカッションでは、
登壇者が意見を交わしながら参加者の質問に答え、会場は活気にあふれていました。
当日は約80名の方にご参加いただき、併設の医療・福祉相談、栄養相談、リハビリ相談、無料血糖
測定も好評でした。ご参加くださいました皆様、誠にありがとうございました。

パネルディスカッションの様子
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外科医師 小木曽 匡 （おぎそ まさし）
このたび、一般・消化器外科を担当する医師として着任しました。消化管疾患
や胆道・膵疾患を中心に外科診療に携わっており、専門外来として膵臓外来も
担当しています。患者さん一人ひとりの不安に寄り添い、分かりやすい説明と安
全で質の高い医療を心がけています。

地域の皆さまに信頼される医療を提供できるよう、スタッフと連携しながら診療
に取り組んでまいります。

新任医師紹介

脳卒中集中治療室開設
SCU（Stroke Care Unit）

２階病棟 師長 永田 千香子
当院では2025年（令和7年）12月より、脳卒中集中治療室
（SCU）を2階病棟内に開設しました。SCUは、脳梗塞や脳出血、
くも膜下出血など、脳血管疾患の急性期にある患者さんを対象
に、集中的かつ専門的な治療と看護を行う病棟です。
病床は3床で、患者さん3人に対して看護師1人が担当し、24時
間体制で状態をきめ細かく観察します。症状の変化に迅速に対
応できる体制を整えることで、重症化や合併症の予防につなげ
ています。
また、医師、看護師、リハビリテーションスタッフ、薬剤師など
多職種が連携し、発症早期からリハビリテーションを開始するこ
とで、機能回復と早期の社会復帰を目指しています。
今後も、地域の皆様が安心して治療を受けられる脳卒中医療
の提供に努めてまいります。

循環器内科医師 森崎 倫彦 （もりさき みちひこ）
2025年（令和7年）11月より循環器内科で診療させて頂いております。
目の前の患者さんの診療に全力を尽くすことを信条とし、診療ガイドラインに基
づいた標準的医療の可能な限りの提供を目標に当地域の医療に貢献したいと
考えてございます。
皆様のご期待に添うべく一所懸命かんばります。よろしくお願い致します。

外科医師 小野 奎一郎（おの けいいちろう）
この度、練馬総合病院の外科に赴任致しました小野奎一郎と申します。
地域の皆様に信頼していただける医療を提供できるよう、日々努めてまいりま
す。どうぞ宜しくお願い致します。
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東京消防庁より
感謝状を頂きました

特殊詐欺撲滅
キャンペーン

2025年（令和7年）9月25日に「特殊詐欺撲滅
キャンペーン」にて、警視庁練馬警察署の方
が当院正面玄関前で特殊詐欺撲滅を呼びか
けました。当日は署員の方々が来院された皆
様にチラシやティッシュを配布し、「特殊詐欺
にご注意ください」と声をかけながら注意喚起
をしました。当院も、地域の皆様が安心して暮
らせるよう、今後も防犯啓発活動への協力を
続けてまいります。

9月9日の「救急
の日」にあたり、当
院の柳川達生理
事長・院長が、東
京消防庁より表彰
を受けました。多
年にわたり救急行

政の推進に協力し
、救急業務の充実・発展に貢献したことが評価さ
れたものです。今回の受賞は、当院が長年取り
組んできた救急医療への姿勢と実績が高く認め
られた証と受け止めております。

今後も救急隊や近隣医療機関との連携をさら
に強化し、救急室の拡張工事も進めながら、
地域の皆様の安全と安心を
支える医療提供に努めてまい

ります。

毎年11月14日は世界糖尿病デーです。
この日を含む1週間は全国糖尿病週間とされ、2025年（令和7年）は11月9日～11月15日でした。
当院では、2025年（令和7年）11月12日に糖尿病センター主催による地中海料理教室を開催しました。
今回のメニューは「地中海式鮭のレンジ蒸し」
柳川院長が自ら実演し、会場は和やかな雰囲気に包まれました。
鮭の切り身にマッシュルーム、アーモンドと大葉を乗せ、オリーブオイルとポン酢等を合わせた調味料
を回しかけ電子レンジで加熱するだけという、とても手軽な一品です。
簡単な料理法ながら、香り豊かで味わい深く参加者の皆様からも好評でした。
また、理学療法士による椅子に座ったままできる運動も行い、日常的に取り入れやすい運動について
も楽しく学ぶ時間となりました。
次回の開催は、 3月11日（水）を予定しております。皆様にお会い出来ることを楽しみにしております。

地中海料理教室

地中海式鮭のレンジ蒸し
柳川理事長・院長による

料理実演



患者満足向上委員会・広報委員会では当院に対する

皆様からのご意見・ご質問などを“ご意見箱”や“E-mail”などでお待ちしております

ご意見箱設置場所 各階談話室、玄関入口総合案内

連絡先 Tel：03-5988-2200（代表）

Fax：03-5988-2250

E-mail : info@nerima-hosp.or.jp

https://www.nerima-hosp.or.jp

＜次号＞ Vol.139 2026年 4 月 発行

138号-6

患者さんの声にお応えします
患者満足向上委員会

■「患者さんの声」に寄せられた、ご意見から抜粋して掲載いたします。

Q エンジェルメモリーのカードを持っているかの確認を必ず
してほしいです。
こちらが言わないと録画してもらえません。
料金を払っているのでお願いします。

A 「エンジェルメモリー」のカードにつきましては、ご妊娠判明時に、
     ご説明し、ご希望される方のみにお渡ししています。
お渡しの際に、
① 診察の際にカードをご持参していただく
②診察の時に、直接医師や看護師に手渡しいただく
よう書面と口頭でお伝えしています。
また、カードをご希望されない患者さんもいらっしゃるため、医師や
看護師から「エンジェルメモリーのカードをご利用されていますか」
と診察のたびにお伺いしておらず、ご容赦いただけましたら幸いです。
改めて、カードをお渡しする際のご案内を徹底するようにいたします。

■患者さんから寄せられた感謝の言葉も掲載いたします。
●医師には信頼しておまかせしました。看護師さんはキビキビと動いて下さり感謝です。
リハビリは頼り切ってがんばりました。
食事は、メインはもちろん小鉢も「すこしお」で味付けを工夫して家に帰って味を思い
出しながら作ってみようと思いました。
皆さんお世話になりました。ありがとうございました。
（医師・看護師・リハビリ・栄養科）

●病院の先生はもちろんですが、看護師の皆さんの優しさ、
 精神的肉体的な大変さが、入院したことで身に沁みて分かりました。

   看護師の皆さん、ご苦労が多いでしょうけど、これからも頑張って
   ください。世の中に尊敬に値する仕事は少なくないけど、間違い
   なく”看護師さんの仕事”は世の中になくてはならない
   ”尊敬に値する仕事”です。心から応援しています。

(4階病棟）
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当院へのご案内

〒176-8530 東京都練馬区旭丘１-２４-１

新江古田

至池袋至所沢

日大芸術学部
西武池袋線

都営大江戸線

江古田 東長崎
旭丘文化通り

千川通り

武蔵大学
江古田バス停

・診療 問い合わせ  ０３－５９８８－２２９０
・各種ドック、健診 ０３－５９８８－２２４６
・その他問い合わせ ０３－５９８８－２２００（代表）

ＦＡＸ ０３－５９８８－２２５０

【 受 付 時 間 】 練馬総合病院  8：00～11：00 12：00～16：00
旭丘診療所  8：30～11：30 13：00～16：00

 （第２・第４土曜日のみ 9：30～11：30）

【 休  診  日 】 土曜日／日曜日／祝日／年末年始

【 救 急 受 付 】 ２４時間 ・ 当直医常時３名体制 （内科／外科系／産婦人科）

練馬総合病院
旭丘診療所

公益財団法人  東京都医療保健協会

練馬総合病院

〒176-0005 東京都練馬区旭丘１-３２-９
   第２MEマンション１階

●練馬総合病院 ●旭丘診療所

・ＴＥＬ ０３－５９８２－８０２２
・ＦＡＸ ０３－５９８２－８０４５

交通：電車 ■西武池袋線 ・・・・江古田駅南口 ・・・・徒歩７分
・・・・東長崎駅南口 ・・・・徒歩10分

■地下鉄有楽町線・・・・小竹向原駅④出口・・・・徒歩15分
■都営大江戸線 ・・・・新江古田駅 ・・・・徒歩10分

【 診 療 科 目 】

内科／外科／整形外科／脳外科／皮膚科／泌尿器科／産婦人科
眼科／耳鼻咽喉科／循環器内科／リハビリテーション科／救急科
健康医学センター（各種ドック・健診） ／内視鏡センター／糖尿病センター
結石センター／スポーツ医学センター／婦人科低侵襲センター
脊椎脊髄センター

●練馬総合病院

●旭丘診療所 小児科／漢方内科

【 面 会 】 面会可能時間 平日、土日祝 15：00～17：30
面会時間 30分
面会人数 3名まで（18歳以上の方）
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